














On the 250th Anniversary Meeting
of the KG Society for the History
of Economic Thought
and the History of this Society
原　田　哲　史 　
The 250th Anniversary Meeting of the KG Society for the History
of Economic Thought was held December 7. 2019 at our Library Hall.
This Society had started in 1982, but was originated from “Prof. Hori’s
Research Meeting” founded in 1946. So we can count meetings of the
Society as over 650 times from the original foundation.
Tetsushi Harada
　　 JEL：B10, B20, B30
キーワード：経済学史研究会、経済学史、堀研究会、堀経夫





















イム経済思想史賞受賞者）による “The Significance of Economic Knowledge










1) 1955～66 年に本学学長、1958～68 年に経済学史学会代表幹事、1966～69 年に四国学院大学
学長、1966 年から日本学士院会員。堀経夫の略歴については、田中敏弘（1991）、141-143 頁
参照。










その 1：1946年 7月 27日の第 1回から 1973年 5月 27日の第 319回まで




テーマも書かれていないものは入れずに6) 数えていくと、1973年 5月 27
日の例会が第 319回であることが分かる。
その 2：1973年 7月 1日の第 320回から 1981年 3月 22日の第 403回まで
1973年 7月 1日の 320回めから 1981年の 3月 22日の第 403回例会まで
については、田中敏弘氏（本学名誉教授）による「経済学史研究会記録補遺」
（2011年）に記されているが、これは 1975年 1月 26日の第 337回から 1977








念ながら 1 か所（1947 年 2 月 23 日の例会）の年月日の書き落としがあるので、1 回分少な
いかのような印象与える（田中（2010）、10 頁; 記念事業委員会編（1973）、747 頁参照）。
6) 1948 年の 9 月 26 日、10 月 15 日、11 月 14 日がそれである（田中（2010）、11 頁；記念




経済学論究第 74 巻第 1 号
が保持）であって、本稿では後者でもってあらためてカウントした。



















えて経済学史研究会の 250回をカウントすると、後者は実に 2019年 12月に
653回めを迎えたことになるのである。
3. 第 201回から第 250回までの記録
堀の死去（81年 9月 18日）によって堀研究会が第 403回（1981年 3月 22
日）の例会までで終止するとともに、それを継承して経済学史研究会として新
たに展開していったプロセスについては、すでに田中敏弘氏によって詳説され
































12) なお 2015 年 3 月に井上琢智氏が退職するに際して世話人の原田がその記念例会の開催を提案
したが、井上氏が辞退したため行われなかった。
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経済学論究第 74 巻第 1 号
参考文献
田中敏弘（1991）：『堀経夫博士とその経済学史研究』玄文社。
（2010）：「経済学史研究会の回顧と展望 第 200 回例会を記念して」、
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堀経夫博士喜寿記念事業委員会編（1973）:『経済学の研究と教育の五十年』世界保
健通信社。なお「記念事業委員会編（1973）」と略す。
付記
本稿の作成にあたり、資料に関して篠原久先生、南森茂太氏、山本由起子氏
にお世話になりました。記してお礼申し上げます。
この記念例会のあと、2020年 3月 12日に田中敏弘先生が亡くなられまし
た（享年 90歳）。250回めの例会を内外の著名な研究者を報告者としてお呼び
して大きめの記念例会として開催することについては、最初に田中先生が提案
され、世話人の原田に託されました。筆者は、その記念例会に体調不良でご欠
席された田中先生がさらにご逝去へと至られたことに、愕然としました。ここ
に深い哀悼の意を表させていただきます。
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